
R4.7 R4.12 R5.7 R5.12 R6.7 比較 R4.7 R4.12 R5.7 R5.12 R6.7 比較 R4.7 R4.12 R5.7 R5.12 R6.7 比較

1
学校の教育方針が理
解できる 83 85 89 91 91 97 100 96 96 83 🔼

2
いじめや問題行動に
対して素早い組織とし
ての対応

89 90 91 87 92 64 71 75 83 79 97 96 96 96 100

3
生徒の悩みや相談に
対する親身な対応 90 90 90 93 91 71 79 84 87 88 100 100 96 96 100

4
各種通信や電話等
で、学校や生徒の様
子を家庭に知らせる

80 82 92 88 85 ▲ 91 96 100 92 100

5
授業や行事に参観す
る機会を多く設けてい
る

74 85 92 88 90

授業改善 6 授業は分かりやすい 89 90 86 94 88 97 96 100 100 96

学習活動 7 生徒は、授業によく取
り組んでいる 93 94 90 90 90 97 96 100 96 96

授業規律 8 授業の２分前着席、１
分前黙想に取り組む 93 94 91 92 93 82 86 93 88 91

家庭学習 9 家庭学習に毎日取り
組んでいる 81 84 74 79 79 ○ 60 62 58 59 61 82 79 76 78 68 🔼

10 友人関係もよく楽しく
登校していると感じる 92 93 92 94 93 97 96 89 100 96 ○

11 あいさつができている 91 93 90 91 88 63 69 72 75 79 ○ 78 86 64 71 65

12 スリッパや靴並べがで
きている 96 94 90 94 94 67 61 46 42 64 ○

13 身なりや服装がきちん
としている 95 96 92 95 94 92 95 94 95 93 83 79 71 88 91 〇

14 時間を守っている 94 94 88 92 87 75 82 86 79 70 🔼

15
早寝・早起きができて
いる（１２時前就寝、７時前起
床）

81 82 77 74 76 77 76 77 76 75

16
テレビやゲームの時
間を守っている（１日２
時間以内）

63 61 54 57 54 41 46 38 43 43 〇

17 朝ごはんを食べている 94 93 94 94 93 95 95 93 87 90

思いやり 18 心の教育（思いやりや
協力）に努力している 92 93 92 93 95 74 80 79 84 84 〇 97 96 89 92 96 〇

19 掃除によく取り組んで
いる 92 90 87 90 90 75 79 89 71 87

20
掃除が行き届き、整理
整頓されている（教職員：
環境整備に気を配っている）

73 73 64 71 75 〇 100 100 96 96 100

総合的な学習
の時間

21
総合の体験学習によく
取り組んでいる（実施し
た学年のみ）

93 92 92 96 94 93 100 100 100 90 🔼

ふるさと学習 22
　「ふるさと（校区・大村・長
崎）」の歴史や文化を学ぶ学
習によく取り組んでいる

72 76 76 75 85 87 〇 35 57 77 〇

係活動 22 係活動によく取り組ん
でいる 94 95 89 91 93 89 93 96 100 96

学校行事 23 行事によく取り組んで
いる 90 92 89 93 94 ○ 94 96 100 100 96
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令和６年度・第１回（７月）
大村市立大村中学校  学校評価アンケートについて

※肯定的割合とは・・・質問に対して「そう思う」と「大体そう思う」との割合をたし合わせたもの
※肯定的割合のをR5.７の結果とR６.７の結果と比較して５ポイント以上増は○　５ポイント以上減は▲

領域 項目 NO 質問内容

生徒肯定的割合（％） 保護者肯定割合（％） 教職員肯定的割合（％）

Ⅰ
学
校
運
営

学校経営方針

信頼される
       学校

情報発信



 

 

 ７月に実施した学校評価につきましては、多くの保護者の方に御協力をいただきました。

ありがとうございました。各質問項目につきまして、昨年度７月の結果と肯定値（そう思

う）を比較しましので、結果と考察を報告します。 

 

【Ⅰ 学校運営】 

 ほとんどの質問項目において、昨年度より良い結果となっています。 

 NO４：「各種通信や電話等で、学校や生徒の様子を家庭に知らせる」につきましては、

学校ホームページを活用して学校行事等での生徒の様子を発信していこうと考えています。 

 今後とも引き続き、家庭・地域に開かれ、信頼される学校づくりに全職員で取り組んで

いきます。 

 

【Ⅱ 学力向上】 

 NO６：「授業が分かりやすい」、NO７：「授業によく取り組んでいる」では、約９割の生

徒が肯定的捉えています。つまり、残り１０％の生徒に「授業が分かりやすくなった」と

の評価してもらえるように授業改善を進めていくことが、私たち教師の２学期の課題とな

ります。生徒一人一人から「分かった、できた」という喜びの声を引き出していけるよう、

個別最適な学習や協働的な学習に工夫を凝らして学力向上に努めていきます。 

 NO９：「家庭学習の取組」については、生徒・保護者・教職員ともに大きな課題である

と感じています。部活動、塾、習い事などによって、放課後時間が少なくなっている生徒

にとっては、家庭学習の時間を確保することが難しくなっているのかもしれません。そん

な中で、「なぜ、家庭学習をしなければならないのか」については、学校でも話をしていき

ますので御家庭でもお声掛けをお願いします。 

家庭学習の意味は、次のように考えられます。 

① 授業で習ったことを定着することで、できることが増える。 

② できることが増えると楽しくなり、もっとできるようになりたくなる。 

③ できることが増えれば、自分だけでなく誰か他の人を助けることができるようになる。 

苦手克服のための家庭学習も大切かもしれませんが、そればかりだときつくなってしまい

ます。まずは、得意なことから取り組んでみてはどうでしょうか。 

 

【Ⅲ 生徒指導】 学校生活においては、保護者・教職員ともに「挨拶」が課題であると

感じていることが分かります。しかし、生徒はこの項目、８８％ができていると認識して

います。大人と、子供たちの評価の視点に差があることが分かります。大人が思う「挨拶」

について、子供たちにしっかりと話をし、共通理解の上で指導していく必要があるのでは

ないでしょうか。 

令和６年度 第１回学校評価結果（７月調査） 



１学期の行動スタンダード：

敬愛では「互いを認め合う挨拶」

がテーマでした。挨拶は、お互

いの存在を認め合うメッセージ。

挨拶をされるということは、自

分がここにいることを認められ

ているのだということ。学級の

全員が挨拶をすることができれ

ば、学級の全員にとって居心地

がいいと感じるはず。というこ

とからスタートしました。 

２学期の行動スタンダート：

敬愛では、対話 共に考え、と

もに創り出す  A＋ B＝ C  

C＝折り合い・納得感・新たな価

値となっています。 

多様で変化の激しい今の社会

では、相手の話を傾聴して相手

の考えを理解し、その上で自分

の考えを述べる。意見が対立す

る時は、両者の考えに折り合い

をつけたり、両者が納得する答

えを創り出したり、新たな価値

が生み出されたりする対話する

ことが求められます。対話の前提は、お互いを認め合うことです。認め合う挨拶、最後ま

で話を聴くことは、これからも大事にしてほしいと思っています。 

できていない人はしっかりと身に付けられるよう、そして、対話のスキルを身に付けら

れるよう指導していきます。保護者の皆様、御協力よろしくお願いします。 

 また、メディアの使用については、御家庭における不安の大きさが強くアンケート結果

に出ています。ＳＮＳ使用時のトラブルについては、１学期に勁草の時間でも指導をした

ところですが、トラブルを完全になくすまでには至っていません。また、アンケート結果

ＮＯ９の家庭学習の時間を奪う大きな原因にメディアの使用がなっているところだと思い

ます。 

 メディアの使用等については、学校でも引き続き指導を継続していきますが、御家庭で

の約束や指導が大切になります。再度御家庭での約束事項等をお子様と一緒に確認してい

ただけたらと思います。 

 

 次回の学校評価アンケートは１２月に行う予定です。 

 よろしくお願いします。 


